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提要
　この論文の目的は永明延寿の禅思想が韓国仏教全般に及ぼした影響を包
括的に探ってみることにある。延寿は彼の生存時期に、すでに高麗に名声
が伝えられていたのであるが、これは当時、高麗仏教界において諸宗を綜
合する性格の仏教が必要であったからであった。したがって高麗では、多
くの僧侶たちを延寿門下に送ったのであり、これらの中の多くが帰国後、
重要な活動をしたものとみられる。おそらくこのような事柄が、その後、
朝鮮初期に刊行された『仏祖宗派之図』において法眼宗の流れを高麗へと
帰結させることに大きな影響を及ぼしたものとみられる。また、延寿の禅
思想は高麗仏教を代表する知訥と慧諶の二人に対しても相当な影響を与え
たことが確認されている。この二人に及ぼした延寿の影響については、こ
れまで、それほど活発に研究されていなかったため、今後、より多くの研
究が現れるものと考えられる。
　朝鮮時代には延寿の影響を直接的に確認することは容易ではない。ただ、
彼の著述、例えば『宗鏡録』『万善同帰集』などが持続的に伝承されたと
いう点は確認することができる。これは朝鮮末期に至り、『宗鏡録』が円
宗という新しい宗派の形成の根拠となったという点と、二十世紀の初め、
近代仏教教育の出発点となった中央学林においても『宗鏡録』が一定程度
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の役割を果したという点から知ることができる。その後、現代になって韓
国仏教で引き起こされた頓漸論争の過程をみると、七百余年という間隔は
あるにしても、知訥と性徹は、同一の延寿の著述に対して相異する見解を
提起することによって、熾烈な論争が巻き起こしたのである。このような
点は、最近、延寿に対する研究が韓・中・日の三国において活発に進行さ
れるようになったことで、より分明になった内容である。したがって、韓
国仏教と延寿の禅思想との関連性については、今後さらに進展された成果
が生れるものと期待できる。
【キーワード】永明延寿、『宗鏡録』、『万善同帰集』、韓国仏教、普照知訥、
退翁性徹、頓漸論争
1 ．序論
　この論文は中国の五代の時期に呉越国において活動した永明延寿（904-
975）の禅思想が韓国仏教に及ぼした影響を包括的に論ずることを目的と
する。中国仏教史からみると、延寿は唐代に、華麗に繰り広げられた多様
な宗派仏教の流れを一心という一つの地平において会通させた人物であ
る。延寿は禅師ではあったが、彼が扱う仏教の領域は非常に広範囲である。
彼の思想傾向については、後代になればなるほど、禅教一致、禅浄兼修な
どとみる傾向が強くなり、禅師としてのみならず、浄土宗祖師としての位
相もまた強化される。
　このような延寿の禅思想は、高麗以降に展開される韓国仏教の多くの方
面に影響を及ぼした。まず、延寿は彼が活動していた時期に、すでに高麗
にその名声が伝えられていたのである。『景徳伝灯録』によると、当時、
高麗国王（光宗、在位949-975）が彼の著述を読んで、使臣を送ることもあっ
たのであり、高麗の僧侶三十六人が彼に直接教える授かることもあったの
である。高麗仏教への延寿の影響は、光宗以降、普照知訥（1158-1210）
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や真覚慧諶（1178-1234）などにも見ることができる。また延寿の主著で
ある『宗鏡録』は高麗大蔵経の補編として板刻されるほど、価値を認めら
れたのであり、彼のほかの著述である『唯心訣』や『万善同帰集』なども
板刻され流通した。
　朝鮮に至ると、延寿の影響はそれほど目に付かないが、彼の『万善同帰
集』や『宗鏡録』などが持続的に読まれたという点を確認することができ
る。また、二十世紀の初め、韓国仏教界において僧伽教育を改編する過程
において『宗鏡録』が依然として重要な役割を担っていたという点もまた
確認される。一方、現代韓国仏教界においてはいくつかの主要な論争が展
開されたのであるが、その中の一つに、1990年代前後の頓漸論争を挙げる
ことができる。この頓漸論の主要根拠をみると、延寿の禅思想が深い影響
を及ぼしている点が確認されるため、これもまた探ってみる必要がある。
2 ．永明延寿と高麗仏教
1 ）高麗光宗時代における延寿禅思想の伝来
　『景徳伝灯録』の記載によると、高麗光宗（在位949-975）の時代に
三十六人の僧侶を延寿門下に送り修学させるようにしたのである。三十六
人が誰かについては、仔細には考察し難いのであるが、既存の研究成果に
依拠して、考証することのできる二人の高麗僧侶を簡略に紹介することに
したい 1 。
　まず、高麗円空国師智宗（930-1018）の碑文である「原州居頓寺円空国
師勝妙塔碑」2 によると、智宗は959年に中国に入り、延寿に会って問答を
交わした後、彼の門下となり二年間修学したのである。以降、さらに天台
山国清寺に行き、義寂（919-987）から天台宗の宗旨を伝授され、970年に
高麗に帰って、法眼禅と天台教を宣揚したのである。当時、高麗には延寿
のみならず、法眼宗の第一世である法眼文益（885-958）に修学して帰っ
てきた僧侶もいたのであるが、彼らは中国禅宗のみならず、天台宗とも密
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接な関係を結んでいる点が特徴的である。次に、寂然国師英俊（932-1014）
の碑文である「寂然国師慈光塔碑」によると、彼は968年に海を渡って呉
越国に至り、永明寺において延寿に会った。以後、彼の門下に入室して真
理と契合して衣法を伝授された後、972年に帰国して高麗に禅法を広く伝
播したのである。このように、延寿門下に修学した僧侶たちが後に高麗の
国師となり、教えを広めた点をみると、当時、高麗においては延寿の教え
が広く伝えられていたものと考えられる。
2 ）普照知訥の無心合道門と永明延寿の『宗鏡録』
　韓国仏教にあって、今日までも最も大きな影響力を及ぼした人物として
知訥を取り上げることには大きな異論はないであろう。知訥は決まった師
匠がいなかったのであり、本を通して悟りを得たと伝えられる。彼の悟道
に影響を与えた本に〔慧能の〕『六祖壇経』、李通玄の『新華厳経論』、大
慧の『書状』の三種を挙げることができる。これら三種はすべて中国仏教
においても大きな影響を及ぼした本であって、知訥とこれらの関係につい
ての研究は既に多く行なわれている。ただ、知訥の著述を詳しく調べてみ
ると、延寿の著述である『宗鏡録』と『万善同帰集』の影響もまた少なく
ないことが分かる。とくに、知訥が主張する無心合道門は、延寿の『宗鏡
録』の影響を大いに受けているため、これを詳細に見てみることにしたい。
　知訥の修証論は大きく三門に代表される。これは彼が入寂した後に書か
れた彼の「碑文」において提起されたもので、惺寂等持門・円頓信解門・
径截門の三つである。ここで、円頓信解門は「頓悟」に該当して、惺寂等
持門は頓悟以降の漸修過程における定慧双修をいい、最後の径截門は看話
禅修行に該当する。知訥の時代の禅仏教にあって最も注目すべき点は、看
話禅の受容であるが、これは先ほど見た延寿の時代にはいまだ登場してい
なかった修行法である。
　知訥の『法集別行録節要并入私記』〔以下『節要私記』と略す〕には、
定と慧を修する修行以外に、看話禅を通して無心となる修行があり、これ
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が最も早い道、すなわち径截門とみる内容が出てくる。この部分は、延寿
の無心論と非常に密接な関係を持つが、それを大きく二つの点から確認す
ることができる。一つは「定慧→無心」へと進行される論議の構図である。
これは延寿が『宗鏡録』巻第四十五において提示したものと同一である。
二つは「禅門の無心合道門」の内容を説明するにあたり、その大部分の内
容を『宗鏡録』から引用するという点である 3 。したがって、知訥の禅思
想の重要な構成要素である無心合道門の構図と引用内容がすべて延寿から
大きな影響を受けていることが分かる。
　まず、知訥が『節要私記』において無心を論ずる部分は「定慧→無心」
の構図で展開される。すなわち、知訥は清涼澄観の『貞元新訳華厳経疏』〔以
下『貞元疏』と略す〕に出てくる「修証浅深」を引用しながら、頓漸と定
慧を説明するのであるが、とくに定慧の部分において自身の意見を積極〔的
に〕開陳しながら、これをより詳しく説明した後、華厳の教学者たちが説
明する定慧以外に、禅門に無心合道門があると宣言する。これは延寿が『宗
鏡録』において「定慧の安心」に対比させて「無心」に言及したものと同
一なる構図である。ただ、延寿が定慧の事例として天台智顗と清涼澄観の
二人を取り上げる反面、知訥は澄観の『貞元疏』だけを取り上げる点にお
いて差異がある。知訥が無心に言及する脈絡は次のとおりである。
禅門又有修定慧外、無心合道門。略録于此、令学教者、知格外一門、発正
信爾。4
　『宗鏡録』において延寿は「無心」或いは「無心合道」と述べるに止め
るが、その反面、知訥は「門」という文字を入れて「無心合道門」という
用語でこれを説明する。そして、上の句節に続けて『宗鏡録』巻第四十五
を引用して無心を具体的に説明する。知訥が引用する『宗鏡録』の句節は
次のとおりである。
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如『宗鏡録』云：①如前所述安心之門、直下相応、無先定慧。【先明定慧、
後現無心】、定是自心之体、慧是自心之用。定即慧故、体不離用。慧即定故、
用不離体。双遮則倶泯、双照則倶存。体用相成、遮照無礙。此定慧二門、
修行之要、仏祖大旨、経論同詮。②今依祖教、更有一門、最為省要、所謂
無心。何者？若有心則不安、無心則自楽故。先徳偈云：「莫与心為伴、無心
心自安。若将心作伴、動即被心謾。」③所以、阿難執有而無拠、七処茫然。
二祖体無而自安、言下成道。若不直了無心之旨、雖然対治折伏、其不安之相、
常現在前。Ⓐ若了無心、触途無滞、絶一塵而作対、何労Ⓑ遣蕩之功、無一
念而生情、不假Ⓒ忘縁之力。5
　引用文をみると、知訥が『宗鏡録』巻第四十五の中から必要に応じて①
（679c13-18）、②（680a27-b2）、③（680b12-17）の三つの部分を引用した
ことが分かる。そして、引用文の最初の行の【先明定慧、後現無心】は彼
が添加したもので、延寿の『宗鏡録』の流れが、定慧を先に説明してから、
無心に移るという点を補足説明してくれている。
　これら①②③の内容は『宗鏡録』巻第四十五において延寿が無心を論じ
ながら言及した内容であるが、これを簡略に要約してみよう。①は自心の
体用としての定慧を明かし、②は禅宗に依拠すると、定慧のほかにも無心
門があることを説明して、③は阿難と慧可の事例を挙げ、定慧に対比され
る無心の功能を説明するものである。③でのⒶ、Ⓑ、Ⓒは、以降、知訥が
定慧の限界を説明するにあたり、再び活用する部分である。これによると、
知訥が『宗鏡録』巻第四十五に現れる「定慧→無心」へと連結される論議
の流れを非常に詳しく把握していたのであり、これを自身の『節要私記』
において非常に適切に活用していることが分かる。
　知訥が『宗鏡録』から影響を受けた部分は、単に上の引用文だけではな
い。華厳教学で言う定・慧を超えたところに禅門の無心合道門があると主
張するためには、定・慧の限界についても考察すべきであるが、まさしく
この点においても知訥は『宗鏡録』の文句である③のⒶ、Ⓑ、Ⓒを積極〔的
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に〕活用するのである。
以是当知。祖宗無心合道者、不為定慧所拘也。何者？定学者、称理摂散故、
Ⓒ有忘縁之力；慧学者、択法観空故、Ⓑ有遣蕩之功。Ⓐ今直了無心、触途
無滞者、以無障礙解脱智現前故、一塵一念、倶非外来、倶非別事、何有枉
費功力耶？自性定慧、尚有滞於義用之迹、況離垢門、何詣於此哉。故石頭
和尚云：「吾之法門、先仏伝授、不論禅定精進、唯達仏之知見。」是也。此
無心合道、亦是径截門得入也。其看話下語、方便妙密、不可具陳、但罕遇
知音耳。6
　知訥は自性の定・慧が持つ限界について、上の『宗鏡録』引用文③の三
つの、Ⓐ、Ⓑ、Ⓒ中、後ろの二つの、Ⓑ、Ⓒを積極〔的に〕活用する。延
寿が定慧を「心が不安な人に対する安心法門」に位置付けるだけで、それ
がどのような限界を持っているかについて積極的に解明しないことに比
べ、知訥はこれをより積極的に説明するのである。彼によると、定学と慧
学は各々「有忘縁之力」と「有遣蕩之功」を持つため、努力の痕跡を残す
限界を持つ反面、無心合道門においては自性定慧の痕跡すら消えるために
どのようなものにも妨げられなくなるということである。ただ、知訥は延
寿に比べ「無心」がどのようなものを指すかについて比較的短く紹介して
いる。
　知訥が主張する無心合道門が延寿の見解と最も差異のある点は、まさし
く無心を径截門の看話に連結させる点にある。延寿は無心について当体是
無に対する自覚を強調したのであるが、知訥はその当時に高麗に伝来され
た看話禅の立場に立って、看話を通して無心の境涯に入っていくことを強
調するのである。これは禅宗の修証論が看話禅へとより具体化される時点
と相俟って現れた様子と考えられる。
　一方、上に言及した『節要私記』の流れは、大きくは知訥が「頓悟漸修」
を説明する脈絡において出てきたものである。知訥が宗密の頓悟漸修に立
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脚しているという点は広く知られている。さらに進んで、彼は『節要私記』
において延寿の『万善同帰集』を引用して宗密の見解を重ねて確定するこ
ともある。頓漸論との関連で言えば、延寿は実際に頓悟頓修と頓悟漸修の
すべてに言及するのであるが 7 、知訥はこの中で「頓悟漸修」だけを延寿
の観点と見なしたのである。これは現代韓国仏教の退翁性徹（1912-1993）
が延寿の禅思想に根拠して「頓悟頓修論」を主張したことと対比される点
で、次章において詳しく扱うことにしたい 8 。
3 ）真覚慧諶と『宗鏡録』
（ 1）『宗鏡録』の観心釈を受用する
　真覚国師慧諶（1178-1234）は知訥を継承した修禅社の第二世で、韓国
仏教において看話禅風を大いに振るった人物と評価される。彼は『禅門拈
頌集』を編纂して、従来の禅門の機縁を綜合して整理したのである。一方、
彼の語録である『真覚国師語録』には数多い引用が登場するのであるが、
その中で『宗鏡録』からの引用が最も多い 9 。全部で三十六回に及ぶが、
引用文の中で延寿の『宗鏡録』の特徴である観心釈の事例を引用する点が
注目される。
　『真覚国師語録』の「示葛学士」をみると、悟りは自身の心で証得する
もので、外部からくるものではないことを強調している。続いて慧諶は「返
照廻光、無有不得之者」として、外側に向かう心の光を内側に廻らして求
むれば、得られないものはないと言っている。その後、慧諶は『宗鏡録』
に出てくる観心釈の文句を長く引用して自身の主張を裏付ける。これを見
てみよう。
是知、霊台絶妙、衆生莫知。若暫返照迴光、無有不得之者、如地中求水、
礦鑛裏求金、唯慮不肯承当、沉埋心宝。
①若迷一念心、執着外境、随処生着、即是入火宅義。若悟一念心、通達一切、
無非実相、即是出火宅義。但是生煩悩時、有業留処、即是繋縛、即是生死。
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若了煩悩性空、無有業処、即是解脱、即是得道。如『思益経』云：「仏言、
我坐道場時、唯得顛倒所起煩悩畢竟空性、以無所得故得、以無所知故知。」
如云：「不得一法、即与授記。」是斯旨也。
②刹那心起、名一衆生。即起即滅、名為一期。念念之中、恒起三毒、即当
劫尽三災、三毒貪為首、三災火為端。以不思議止観、観此三毒、一念貪心、
無有起処。即是一唾劫火滅、了念成智、即是一吹世界成、乃至一切不思議
希有之事。但達一念無明心、成諸仏智、無有不洞暁之者。若不解此、非唯
不聴出家、一切万善皆不成就、以不知仏法根本故。
③『仁王経』云：「能起一念清浄信者、是人超過百劫千劫無量無、辺恒河沙
劫一切苦難、不生悪趣、不久当得無上菩提。」是以了心無作、即悟業空。観
業空時、名為得道。其道若現、何智不明。心智明時。於行住坐臥四威儀内、
法爾能現自利利它之行。
知是般事、拈放一辺、転頭迴来、看个話頭。10
　上の文は慧諶が在家居士に宛てた書信で、仏法を遠くに求めるのではな
く、自身の日常的な心〔の中〕に求めようという内容である。引用文の①、
②、③は観心釈の事例をよく示してくれている。まず、①は『宗鏡録』巻
第二十五（『大正蔵』48,555c21-27）、②は『宗鏡録』巻第九（『大正蔵』
48,463c27-464a6）、③は『宗鏡録』巻第十（『大正蔵』48,469b13-19）の引
用である。
　内容的に見ると、①は『法華経』の火宅喩を一念心の執著と通達を通し
て説明しようとするものであり、②は湛然の『止観輔行伝弘決』（『大正蔵』
46,309b5）に出る〔ものの〕引用で、止観の根本もまた観心にあることを
示そうとするもの、③は『仁王経』を引用して心の悟りを開くことを示そ
うとするものである。
　ただ、引用文の最後の一文を見ると、慧諶は観心釈の方法を通して心を
観ずることが根本であるという点を心に銘ずべきであるとしつつも、話頭
に注意を向けよと述べている。したがって、延寿が『宗鏡録』において一
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心を通して万法を再解釈する観心釈を示してくれることに焦点を置いたと
するならば11、慧諶は観心釈を基盤に看話禅を修行することを強調する点
において、〔両者の〕差異のあることが分かる。
（ 2）『宗鏡撮要』の刊行
　慧諶は修禅社の第二世社主で、1213年に延寿の『宗鏡録』の撮要本であ
る『宗鏡撮要』を刊行したのである。この本は、その後、1531年に松広寺
隠寂庵において重刊されることもあったのであるが、唯一、韓国にだけ伝
えられる板本であると考えられる。この本は「東嘉　曇賁　上人」12が『宗
鏡録』を撮要したもので、1132年に四明盧山个諶が刊記を書いたのであり、
1213年に高麗の慧諶がこれを再び印刷したのである。高麗慧諶の記録は次
のとおりである。
得此本於天真上人。嘱道者正宣、募工重雕印施。
崇慶癸酉仲春、修禅社、無依子慧諶　誌。（高麗本『宗鏡撮要』）
　既存の研究によると、慧諶当時の修禅社においては、臨済宗・法眼宗・
潙仰宗などの多様な禅宗の禅文献を刊行したのであるが、『宗鏡撮要』も
その中の一つに該当する。慧諶が修禅社においてこのように多様な禅文献
を刊行したことは、彼が看話禅を積極的に受用したにしても、そのほかの
禅思想についても包容性を持っていたことを示してくれる13。おそらく『宗
鏡撮要』もまた延寿の綜合的で包容的な特徴をよく持っていたために慧諶
がこの本を重視したものと考えられる。
4 ）高麗において刊行された延寿関連禅文献
　延寿の禅思想が高麗に及ぼした影響は、彼が著述した禅文献が高麗にお
いて板刻された事例からも確認することができる。先に言及した『宗鏡撮
要』は、延寿の『宗鏡録』を撮要したもので、1213年に真覚慧諶によって
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修禅社で刊行されたものである。このほかにも延寿が直接書いた『宗鏡録』
『禅宗唯心訣』『註心賦』『万善同帰集』などが十三世紀に高麗において刊
行された。これを図表であらわすと次のとおりである14。
【表 1】高麗刊行延寿関連禅文献
書名 編・著者 刊行年度 備考
1 宗鏡撮要 曇賁 1213 修禅社　正宣　重板、慧諶　誌
2 宗鏡録 延寿 1246-1248 大蔵経　補板
3 禅宗唯心訣 延寿 1251 分司大蔵都監　刊行
4 註心賦 延寿 1254 分司大蔵都監　刊行
5 万善同帰集 延寿 未詳（1071-1275推定）
高麗国知密城郡蛍原寺
住持沙門　僧亮　命工彫板
　韓国の既存の研究によると、 1 ～ 4 までの文献は、これまで、高麗にお
いて板刻されたことが確認されていたのであるが、唯一『万善同帰集』だ
けはそのような記録が発見されていなかった。『万善同帰集』は知訥（1158-
1210）の著述においてその引用が確認されるだけに、高麗において流通し
たことは確かであるが、高麗において板刻されたという記録はこれまでの
ところ見つからなかったのである。したがって、この段落では、最近発見
された高麗刊行『万善同帰集』を中心に論議を展開することにしたい。
　筆者が属する東国大学校仏教学術院では、2012年から韓国政府の支援を
受け、全国寺刹に所蔵される古文献を調査し始めたのであるが、予備調査
の段階であった2011年の下半期に全羅南道龍興寺の調査時に高麗において
刊行された『万善同帰集』が発見されたのである15。筆者の確認の結果、
これは『大正新脩大蔵経』（以下『大正蔵』と略す）に收録された『万善
同帰集』（1072）より一年先んずる1071年に中国において刊行された文献
である。ここには、これまでに提起されていなかったいくつかの内容が入っ
ているため注目される。まず、この文献を既存の『大正蔵』本と対照して
みると次のとおりである。
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【表 2】『大正蔵』本と龍興寺所蔵『万善同帰集』との比較
『大正蔵』本 韓国龍興寺所蔵本
序
作成者 沈振（？-1072） 関景仁（？-1071-？）
作成時期 1072年（熙寧五） 1071年（熙寧四）
官職
朝奉郎　守司農少卿　致仕軽車都尉　
長興県開国男　食邑三百戸　賜緋魚
袋
将仕郎　秘書郎　前守州豊県令
構成
巻数 三巻一冊 三巻一冊
特異事項
各巻の末に音の表示があり、巻下の
末には校勘内容がある
刊行
刊行者 智如　蔵主 奉岳、斉楚　二闍黎
刊行場所 法慧院 東呉　景徳寺
後刷
巻末記載
精厳講寺…宣徳己酉（1429）春　釈
子　徳儀　識
高麗国知密城郡蛍原寺　住持沙門　
僧亮　命工彫板
備考
成化十四年（1478）刊　増上寺　報
恩蔵本
朝鮮の草衣禅師が咸豊五年（1855）
に一部分を重書
　龍興寺所蔵『万善同帰集』の序文は1071年に作成されたもので、これは
現存する『万善同帰集』の板本の中で、刊行時期が最も早い。序文を作成
した関景仁の文には、これを刊行した寺刹及び僧侶の名前、そして何より
も当時あったものとみられる『万善同帰集』の著者に対する疑問点とそれ
に対する解決策がみられる。とくに『万善同帰集』に対する著者の問題は、
これまでに疑う余地もなく受け入れられていた事実であるだけに、非常に
興味深い内容であると言える。
　まず、序文を書いた関景仁は銭塘人で、字は子開或いは彦長である。関
魯の息子で、関希声の兄であり、関澥の父である。仁宗の嘉祐四年（1059）
に進士となったのであり、英宗の治平二年（1065）に豊県を治めたのであ
る。また銭塘の県令となり、後に承議郎として辞職したのであり、世を去っ
た後、銭塘において葬儀を行なったのである。多方面に才能が多かったが、
とくに詩に長けていたという16。関景仁がこの序文を書いた時期について
は、自らのことを「前守州豊県令」であったと言っており、銭塘の県令な
どについての言及はないために、1071年の当時には豊県を去った状態で、
いまだ銭塘の県令になる前であると考えられる。彼が書いた序文の中で『万
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善同帰集』の刊行を主導した人は次のとおりである。
奉岳・斉楚二闍黎、天性明達、力学有方、欲募善鏤文、将伝不朽。要以序引、
不敢固辞。（龍興寺所蔵『万善同帰集』関景仁「序文」）
　また、関景仁の序文に出てきた斉楚が直接書いた発願文もまた巻中の最
後に次のように出てくるが、「斉楚」の名前がほかの文字より小さく刻ま
れている。
已上共施浄財、貳拾貫文、足開此巻并添助印施。四衆所冀、或保安身位、
寿永福深、災除障尽、動静不違於正道、始終無退於善心。或資助先亡、慧
発真明、罪消妄破、出煩悩之苦海、游解脱之妙門。然後法被塵区、庶人人
之勧導、功流沙劫。期世世之重修、同昇万善之舟、咸趣一真之域。東呉　
景徳寺　比丘　斉楚　謹願。
　ここに出てくる斉楚と奉岳については詳細に考察する術がない。また東
呉景徳寺についてもその範囲を狭めることはできるが、何処であると確定
することは容易ではない。なぜなら、北宋の景徳年間（1004-1007）に、
天下の郡県に「景徳寺」を設置するように、との勅命が下され17、当時、
非常に多くの寺刹が寺名を景徳寺に変えたからである。筆者は北宋の「両
浙路」地域の東側の州県中、現在、抗州の上と下の地域において「景徳寺」
という名称を使用した寺刹の中の一か所であると推定している18。
　一方、関景仁の序文には『万善同帰集』の著者に関する論難が出てくる
が、これはほかの文献にはみられない内容であるため紹介することにした
い。
智覚禅師、天真内悟、円学鉤深、括諸仏之一心、化有為之諸境、嘗撰『万
善同帰集』、上中下三巻、各具十善、摠摂一源、性相皆融、出入無礙。識群
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迷而即見、会衆智於無殊。①当銭代裂封、時方擾穰、書蔵不出、莫得流伝。
其徒増減前後、小異不同、②或云、冲玄所述。或云、謝池善華所撰。③拠
禅師『自行録』、并「製作叙目」則曰、「『万善同帰集』、集後有偈。」非禅師
之言、言不止此。叙録所記、不為誣矣。（龍興寺所蔵『万善同帰集』関景仁
「序文」）
　引用文中「智覚禅師」は、呉越忠懿王が建隆二年（961）、延寿を永明寺
に住まわせて贈られた号である19。次に①は『万善同帰集』の所蔵・流通・
出入について説明する部分であり、②は『万善同帰集』の著者が冲玄（＝
延寿の字）なのか、それとも謝池善華なのかについての、当時の論難を紹
介する部分である。このような論難について関景仁は結論的に③のように
延寿の『自行録』20及び「製作叙目」に根拠して『万善同帰集』が延寿によっ
て編撰されたことを証明している。ここに出てくる謝池善華が誰なのかに
ついては知り難いが、謝池が現在の浙江省温州を指すことは確認すること
ができる。したがって『万善同帰集』の著者として論難された善華は、当
時、名望のある僧侶であったと推定することができる。
　一方、『万善同帰集』は高麗においては、密城郡蛍原寺において刊行さ
れたのであるが、これについての記録は『万善同帰集』巻下が終わる部分
の音義の次に一行として出てくる。
高麗国　知密城郡　蛍原寺　住持　沙門　僧亮　命工彫板
　この文には『万善同帰集』の刊行年度及び関連内容などがまったくみら
れないため、現在では様々なことを推定するしかない。まず、「蛍原寺」
は現在の密陽瑩原寺と同じところと見ることができる。ここは高麗期には
非常に影響力のある寺刹であった。次に蛍原寺が密城郡に属した時期は
1018-1275年の間であるため、おそらくこの時期に『万善同帰集』が高麗
において板刻されたであろう。「住持　沙門　僧亮」については、資料がまっ
告
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たく残っていない。ただ、高麗時代には、この寺刹の住持を禅宗と天台宗
で入れ替わり務めていたため、僧亮は禅宗或いは天台宗に属する人物で
あったろうと推定することができる。十二～十三世紀の高麗の禅宗は、臨
済宗の看話禅を重視したのであるが、知訥や慧諶などの場合のように『宗
鏡録』を重視する様子も確認することができるのであり、また高麗の天台
宗もまた教観一致と禅教兼修を追求する傾向があったため、僧亮が禅宗で
あろうとも天台宗であろうとも関係なく、延寿の著述を刊行することがで
きたと考えられる21。
3 ．永明延寿と朝鮮仏教
　韓国仏教史の流れにおいて朝鮮（1392-1910）の仏教は確かに以前の時
期に比べ衰退する傾向が強い。延寿に限ってみれば、朝鮮時代の全般にわ
たり彼の影響力はそれほど多くは現れていない。したがって、ここでは延
寿のみならず、法眼宗と関連する事項まで含めて二つの事例を紹介するこ
とにしたい。
1 ）『仏祖宗派之図』に現れた法眼宗の位相
　朝鮮初期の1394年に無学自超（1327-1405）によって重刊されたが、朝
鮮中期の1688年（康熙二十七）に月渚道安（1638-1715）によって重補・
刊行された『仏祖宗派之図』をみると、法眼宗の伝承と関連する興味深い
記録を発見することができる。この文献は禅宗の宗派と法脈を図式で記録
した本であり、過去七仏から西天二十八祖を経て、中国の六代祖師及び六
祖〔門〕下の南嶽─馬祖─百丈─黄蘗─臨済─興化につながる中国禅宗五
家の宗派と法脈、そしてそれに続く高麗末・朝鮮初の禅師たちの法脈を記
録している。
　この文献には禅宗五家の法脈を簡略に要約した偈頌部分があるが、ここ
に法眼宗の伝承に対する朝鮮仏教の観点を認めることができる。一方、こ
‒ 84 ‒
の部分は、高麗末（1357年）に刊行されてから、朝鮮初（1395年）に無学
によって檜巌寺において重刊された『人天眼目』と深い関連があるものと
みられる。なぜなら、『仏祖宗派之図』に出てくる偈頌が『人天眼目』中
の「五宗要話」と形式や内容においてほぼ類似するからである。『人天眼目』
は、南宋の臨済宗の僧侶である晦巌智昭（？-？）が淳熙年間（1174-1189）
に編纂して、さらに南宋の物初大観（1201-1268）が1258年に重修してか
らというもの、中国・高麗・日本などにおいて繰り返し刊行された禅宗綱
要書である。高麗と朝鮮で刊行された『人天眼目』を『大正蔵』に収録さ
れた『人天眼目』と比較すると、五家の法脈において差異が認められるた
め、比較研究が必要である。ここではまず簡略に『大正蔵』本『人天眼目』、
高麗本『人天眼目』、朝鮮本『仏祖宗派之図』に収録された偈頌中、法眼
宗に関する偈頌を比較することにしたいが、これらの偈頌中、前の二句は
同じで、第三、四句の内容が少しずつ異なっている。
『大正蔵』本『人天眼目』：法眼、雪峯傍出玄沙備、地蔵法眼益尊貴。
　　韶国師伝寿与津、仏法新羅而已耳。（『大正蔵』48,336a）
高麗本『人天眼目』：（前二句同）
　　韶国師伝寿永明、孰謂此宗無可継。
朝鮮本『仏祖宗派之図』：（前二句同）
　　韶国師伝寿永明、流入高麗而已矣。（『韓国仏教全書』7,9b）
　これをみると、三本において第三句は少しの差異があるだけであるが、
第四句は文字の出入が激しい。ただ内容的には、三本すべて法眼宗の伝承
については、法眼宗が中国よりはむしろ高麗において盛行したという点を
強調することにその意図があるものと見られる。法眼宗は法眼文益─天台
徳韶─永明延寿と継承されるが、先に言及したように、高麗光宗の時期に
延寿門下に三十六人の高麗僧侶たちが留学に行って以降、高麗において法
眼宗が大いに隆盛したことを強調するものと考えられる。
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2 ）『朝鮮仏教通史』にみられる『宗鏡録』
　李能和（1869-1943）の『朝鮮仏教通史』には、延寿及び『宗鏡録』と
関連する記事が少なからず出てくる。ただ、朝鮮時代の『宗鏡録』関連記
事は二～三件に過ぎない。朝鮮時代に『宗鏡録』が言及されるのは十九世
紀末から二十世紀初めにかけて時期である。このような記事は、たとえ延
寿の禅思想が当時の仏教界に直接的に及ぼした影響を示してくれるもので
はなくても、延寿の『宗鏡録』が朝鮮の仏教徒たちに依然として大きな関
心の対象であったことを示してくれる内容である。
　ここで紹介する最初のものは「梵魚一方臨済宗旨（此段専論現代宗旨及
僧風）」という記事に出てくるが、ここには日本人高橋亨（1878-1967）が
書いた「朝鮮仏教宗派遞減史論」22の内容が含まれている。
甲寅（1914）冬。余得閲日本人高橋亨所撰「朝鮮仏教宗派遞減史論」。今訳
其大意。
「明治四十四（1911）年（四十三年之誤）、現海印寺住持李晦光（1862-1933）、
与日本曹洞宗、締結連合条約、而李晦光、実以円宗宗務院代表者赴之也。
所云円宗者、出於宋永明寺延寿之『宗鏡録』。称以円宗為禅教兼修宗門、而
自数年前、朝鮮僧侶自作之宗名也。然而梵魚寺之韓龍雲、白羊寺之朴漢永等、
以筆頭惹起慶南全南之反対運動、自称臨済宗。此因朝鮮雖有禅教両宗、而
畢竟禅教法系、本出於臨済嫡伝之所以也。」
尚玄曰、当其初也、朝鮮僧侶、於其宗旨、莫適所従。称号浄土、亦無一
言。…23
　引用文に出てくる李晦光（1862-1933）は、梵海覚岸（1820-1896）が書
いた『東師列伝』（1894）において、朝鮮の大講伯と記述されるほど優れ
た僧侶であったが、1908年の円宗の設立前後に行われた彼の親日活動によ
り、今日では当時の仏教界の代表的な親日人物と見なされている。引用文
を見ると、李晦光の円宗は「禅教兼修宗門」で、この宗旨は延寿の『宗鏡
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録』に由来するものであるという。高麗時代に盛行した多様な性格の仏教
は朝鮮に至り、結局、禅と教の両宗に定立されるが、大韓帝国時代（1897-
1910）に李晦光を中心に円宗が結成されるや、韓龍雲と朴漢永などがこれ
に対応〔対抗〕して臨済宗運動を興したのである。講伯であった李晦光は
『宗鏡録』が持っている諸宗統合の様相をよく知っていたものと見られ、
これに依拠して円宗という名称を使用したようである24。
　次に1915年に成立された近代的仏教教育機関である中央学林の教材の中
に『宗鏡録』が入っている点もまた注目される。中央学林の設立目的は次
のとおりである。
朝鮮教育令の旨趣に基づいて僧侶に宗乗・余乗及び須要すべき学科を教授
して布教伝道の人材を養成することを目的とする。25
　『朝鮮仏教通史』に出てくる中央学林の「教科目、教科課程及毎週教授
時数」（表）〔下,1215-1216〕によると、宗乗には禅・華厳と関連される科
目が出てくるのであり、余乗には唯識・因明・四分律、そして『宗鏡録』
が出てくる。また『宗鏡録』は予科を包含した四年の課程の中で三年間学
ぶことになっている。彼らが『宗鏡録』を余乗に配置したことを考えると、
今から百年前には、朝鮮の仏教徒たちがこの本の性格を、純粋な禅或いは
華厳でない、そのほかのものとして把握していたことが分かる。『宗鏡録』
は禅・教を網羅する多様な内容で構成されているために宗乗と見なされて
はいなかったが、僧侶たちが布教して伝道するのに必要な文献として理解
されていたようである。
4 ．現代韓国仏教における永明延寿の影響：退翁性徹の
無心と頓漸論
　現代韓国仏教界において行なわれた、いくつかの重要な論争の中の一つ
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に、大韓仏教曹溪宗の宗正を歴任した退翁性徹（1912-1993）の頓悟頓修
論をめぐる論争を挙げることができる。これは六祖慧能を継承した禅宗修
証論の正統が頓悟頓修にあるという主張である。この主張が論難〔の対象〕
になった理由は、韓国仏教の主体性〔identity〕を形成するのに絶大な影
響を及ぼした普照知訥（1158-1210）が禅宗修証論の中心を頓悟漸修に置
いたまま彼の禅思想を展開したのであり、その影響が知訥以降、七百余年
間、韓国仏教において持続されたからである。この論争は、性徹が1981年
に『禅門正路』を出刊して以降、彼が入寂する1993年の前後まで持続され
た。興味深いことは、性徹の『禅門正路』のいくつかの重要な主張、例え
ば、禅宗の無心論、頓悟頓修論などに、知訥の場合と同じように、延寿の
影響が強く現れている点である。したがって、現代韓国仏教界にみられる
延寿の影響もまた性徹の無心論と頓悟頓修を中心に見てゆくことにした
い。
　無心と頓悟頓修が主に言及される文献は、性徹の『禅門正路』である。
この本は全十九章で構成されているが、その中の最初の章である「見性即
仏」をみると、はじめのところにまさしく延寿が『宗鏡録』の「標宗章」
において提示した文句とそれに対する韓国語訳が出てくる。これをそのま
ま引用〔和訳〕してみよう。
纔得見性、当下無心、乃薬病倶消、教観咸息。（『宗鏡録』巻第一「標宗章」）
見性をすれば、即時に究竟無心境が現前して、薬と病が全部消滅し、教と
観を咸息するのである。26
　性徹の『禅門正路』には、とくに見性と関連する『宗鏡録』の文句が多
く引用されるが、その脈絡は大部分、見性と同時に無心の境涯が現前する
という点に集中されている。性徹は延寿が言った「無心」を「究竟無心境」
と解した後、これを「一切妄念が断無するため、これを無念または無心と
呼ぶのである、これが無余涅槃である妙覚である。」と説明する。その後、
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性徹は『大乗起信論』において究竟覚について「遠離微細」〔T32,576b〕
とした部分を引用した後、これに対する元暁と法蔵の見解にまで言及して
いる。したがって『禅門正路』における「無心」は、それこそ究極的な悟
りの状態においては微細な妄念すら存在しないことを強調するものであ
る。
　性徹は上の『宗鏡録』の文句を自身の見解に立脚してより分明に解釈す
るのであるが、その基準はまさしく見性して「無心の境界に至る前」と「至っ
た後」の差異に依拠したものである。この部分を1981年刊本によってその
まま引用〔和訳〕することにしたい。
古人は「仏の一切法を説くは、一切心を度せんが為めなり。我に一切心無
きに、何ぞ一切法を須いんや」と言ったが、まさしくそのとおりである。
諸仏の一切法門は群生の重病を治癒するための処方施薬である。無病健康
な者には起死回生する神方妙薬も必要ないように、凡夫心、外道心、賢聖心、
菩薩心等、無量衆生の本病である一切心念を断然・超脱した究竟無心地の
大解脱人には、いかに深玄奥妙な仏祖の言教と観行であっても用いるとこ
ろがない。而して法薬と衆病が倶消して聖教と妙観を咸息した究竟無心地
だけが見性であるため、これが無上大道を徹証した絶学無為閑道人の心境
である。27
　引用文の内容は、上において延寿が言った「無心」及びそれに対比され
る「薬と病」、「教と観」の関係を、もう少し詳細に説いたものである。性
徹によると、究竟無心地の解脱人、すなわち無心を体得した人には「いか
に深玄奥妙な仏祖の言教と観行であっても用いるところがない」というの
である。これより見ると、先に延寿や知訥が「禅門の無心法門」を天台や
華厳で言う「定慧の安心法門」と対比させて言及したのに比べ、性徹は無
心を無心地と理解して、それに到達できていない者たちに限って「教と観
の方便」が必要であると理解したことが分かる。無心に対する性徹のこの
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ような見解は、彼が一貫して主張していた「頓悟頓修」と直ちに連結され
る。性徹は延寿の『宗鏡録』から頓漸と関連する内容を引用してはいない。
ただ、彼が『宗鏡録』から見性、無心などを引用する前後の文脈を見ると、
性徹が延寿の立場を「頓悟頓修」として把握していたことが分かる。
　延寿は『宗鏡録』において頓漸論と関連して、頓悟円修、頓悟頓修、頓
悟漸修などと少しずつ異なる表現を使用している。先に言及した研究によ
ると、延寿の修証論は頓悟頓修を主とし、頓悟漸修を許容するものである
という。この見解は、唐の禅宗史の流れの中において延寿の頓漸論を理解
したものであるため、非常に注目すべきである。これによると、馬祖系統
の「作用是性」の禅風について圭峯宗密（780-841）がこれを修行を否定
する見解と見なして、これの代案として頓悟漸修を主張して頓悟後の漸修
を強調したのであるが、延寿はこのような宗密の観点を再び批判しながら
馬祖の禅風を上上根機の頓悟頓修として復元させたのであり、頓悟漸修も
また根機に応じて受容したというのである28。
　このようにみると、韓国仏教において延寿の禅思想を最も積極的に受用
した二人のうち知訥は、宗密から延寿につながる修証論を頓悟漸修と把握
して、これを自身の立場に据えたが、一方、性徹は宗密を批判して馬祖を
復権させた延寿の頓悟頓修の立場に立っていたことが分かる。この点から
言えば、東アジア禅宗史における、馬祖と宗密の修証論をめぐる論争が、
韓国仏教においては知訥と性徹の間において再び展開されたと見ることが
できる29。
5 ．結論
　今まで永明延寿の禅思想が韓国仏教全般に及ぼした影響を包括的に探っ
てきた。延寿は彼の生存中に、すでに高麗に名声が伝えられたのであるが、
これは当時、高麗仏教界において諸宗を綜合する性格の仏教が必要であっ
たからであった。したがって高麗では、多くの僧侶たちを延寿門下に送っ
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たのであり、これらの中の多くが帰国後、重要な活動をしたものと見られ
る。おそらくこのような事柄が、後に朝鮮初期に刊行された『仏祖宗派之
図』において法眼宗の流れを高麗へと帰結させることに大きな影響を及ぼ
したものとみられる。また、延寿の禅思想は高麗仏教を代表する知訥と慧
諶の二人に対しても相当な影響を与えたことが確認された。この二人に及
ぼした延寿の影響については、これまで、それほど活発に研究されていな
かったため、今後、より多くの研究が現われるものと考えられる。
　朝鮮時代における延寿の影響を直接的に確認することは容易ではない。
ただ、彼の著述、例えば『宗鏡録』『万善同帰集』などが持続的に伝承さ
れたという点は確認することができる。これは朝鮮末期に至り、とくに『宗
鏡録』が円宗という新しい宗派の形成の根拠となったという点と、二十世
紀の初め、近代仏教教育の出発点となった中央学林においても『宗鏡録』
が一定程度の役割を果したという点から知ることができる。その後、現代
韓国仏教において問題となった頓漸論争の過程をみると、たとえ七百余年
という間隔はあるにしても、知訥と性徹は、同一の延寿の著作に対して異
なる見解を提起することによって、熾烈な論争を巻き起こしたのである。
このような点は、最近、延寿に対する研究が韓・中・日の三国において活
発に行われるようになったことで、より分明になった事柄である。したがっ
て、韓国仏教と延寿の禅思想との関連については、今後さらに優れた成果
が生れるものと期待できる。
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